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奈野31 5 高 10cm
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白磁石田

一顔其卿ー

アーモンド裂の青い自と細く長い首を持ったモディリアーニにすっかり魅了され、高校時代に

私の箔〈人物函は尽くモディリ 7ーニ風であった。恥ずかしい程の惚れ込み憾だった。

中学 l年の音楽鑑賞の時間に聞いたシュー 7 ンの"子供の情長"も強〈心に銭った。 トロイメ

ライのゆったりとした単純な旋律は哀慾が漂い甘美な夢の世界へと誘う。いつ聞いても強かな満

たされた気分になる。 ~.週的という 言議はこの的の為にあるのではと思う。

奈野316 高 27cm
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芸術の世界に身を置いて久しいが、そもそもこの世ではじめて出会った芸術家はだれだったの

だろう。

小学校へ上がると同時に曾道教室へ通いはじめた。厳しい先生ではあったが、灰かな盤の香の

漂う俊業は楽しかった。締替の次は行fdと渡された手本を見て "をー"と声をあげた。それは顔

真卿。力強い筆法は、品格のある凍とした姿を作り出していた。その後すっかりその事を忘れて

いたが、40年後、今から 10年程前、たまたま見ていた NHKの "ct国4000年の美"というテレ

奈野31 7 高 19cm
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ピ番組であの顔n卿が登場した。安史の乱で袋耳Iをあげ底朝のために戦った事、後世に残る援の
忠臣であった事、文手本の字がZ空間の中の小さな文字であった事等、大いに篤いた。と同時に長

年頭の片隅にあった謎がふと解けた織に恩えた。顔は忠の人という。子供心lこすごいと感じたの

は、脅から向島み出る深い忠、即ち深いまこと、深いまごころに触れ感動したのだろう。最近身近

で忠の字を見かけることはめったにないが、芸術の本質は忠である。モディリアーニもシューマ

ンも忠の人ナリ。

奈野32 0 高 llcm
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奈野322 高 15cm
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奈野318 高 llcm
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奈野31 9 高 17cm
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奈野321 両 12cm
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